
　
生
徒
の
進
路
実
現
の
た
め
補
習
な
ど
も
充
実
さ

せ
、「
国
公
立
大
学
に
２
５
０
人
、
難
関
大
学
に
20

人
が
現
役
合
格
」
と
い
う
目
標
を
、
20
年
度
入
試
か

ら
３
年
連
続
で
達
成
し
た
。し
か
し
、そ
れ
ら
の
様
々

な
取
り
組
み
は
、教
師
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

多
忙
化
の
解
消
は
長
年
の
課
題
だ
っ
た
。
進
路
指
導

課
長
の
松
田
猛た

け
し

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
愛
媛
県
人
は
郷
土
愛
が
強
く
、
教
師
の
多
く
は

県
内
出
身
者
で
す
。
学
校
は
地
域
や
保
護
者
か
ら
大

切
に
さ
れ
て
お
り
、
教
師
は
仕
事
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
地
域
や
保
護
者
か
ら
の
期
待

に
応
え
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
頑
張
り
過
ぎ
て
し
ま

う
教
師
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　
そ
う
し
た
同
県
の
学
校
が
抱
え
る
課
題
を
踏
ま

え
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
は
、２
つ
の
制
度
を
導
入

し
た（
図
）。１
つ
は
、21
年
度
に
導
入
し
た
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
支
援
員
（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
）」
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い
外
部
人
材
が
、
端
末
の
整
備
や
、

情
報
の
授
業
の
補
助
な
ど
を
担
う
制
度
だ
。
も
う
１

つ
は
、
22
年
度
に
導
入
し
た
「
大
学
生
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
（
以
下
、
サ
ポ
ー
タ
ー
）」
で
、
教
職
に

関
心
の
あ
る
大
学
１・２
年
生
が
、生
徒
の
学
習
や
教

師
の
業
務
な
ど
を
支
援
す
る
制
度
だ
。
生
徒
の
学
力

向
上
や
教
師
の
業
務
負
担
軽
減
、教
師
を
目
指
す
人

材
の
確
保
と
育
成
が
ね
ら
い
と
な
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
は
週
16
時
間
、サ
ポ
ー
タ
ー
は
週
14
時
間
の
勤
務

で
、
地
方
公
務
員
と
し
て
給
料
が
支
払
わ
れ
る
。

　
22
年
３
月
、
新
年
度
開
始
が
迫
る
中
、
そ
の
2
つ

の
制
度
を
活
用
す
る
た
め
、
急
き
ょ
取
り
ま
と
め
役

と
な
っ
た
松
田
先
生
が
思
い
浮
か
べ
た
の
は
、
自
身

　
県
を
代
表
す
る
伝
統
校
で
あ
る
愛
媛
県
立
松
山

南
高
校
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
先
進
的
な
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
）
は
、

２
０
０
２
年
度
の
第
１
期
か
ら
５
期
連
続
で
指
定
を

受
け
、
第
４
期
か
ら
は
、
理
数
科
の
み
だ
っ
た
事
業

の
対
象
を
普
通
科
に
も
拡
大
。
生
徒
は
、
国
内
外
の

科
学
系
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
数
々
の
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
。
21
年
度
か
ら
は
、
愛
媛
県
の
進
路
指
導
研
究

指
定
校
と
し
て
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働

的
な
学
び
」
の
実
現
を
図
っ
て
い
る
。

変
革
の

教
師
の
業
務
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

県
の
施
策
と
し
て
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

背
景

学校概要

◎設立	 1891（明治 24）年
◎形態	 全日制・定時制／普通科・理数科／共学
◎生徒数	 １学年約 350人（全日制）
◎2022 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立
大は、東京大、横浜国立大、名古屋大、大阪大、
神戸大、岡山大、広島大、愛媛大、九州大、愛媛
県立医療技術大などに 276 人が合格。私立大は、
東京理科大、早稲田大、同志社大、立命館大、関
西学院大などに延べ 701人が合格。

No.281
指導変革の軌跡

愛
媛
県
立
松
山
南
高
校

外
部
人
材
の
活
用

教
師
志
望
の
大
学
生
を
支
援
ス
タ
ッ
フ
に
起
用
。

教
師
・
生
徒
・
大
学
生
が
Ｗ
ｉｎ
─
Ｗ
ｉｎ
─
Ｗ
ｉｎ
に
な
る
こ
と
を
目
指
す

＊　文部科学省「スーパー・サイエンス・ハイスクール」の略。
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が
3
年
間
受
け
持
っ
た
２
年
前
の
卒
業
生
だ
っ
た
。

　「
卒
業
生
で
あ
れ
ば
、
本
校
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
し
、
私
た
ち
は
卒
業
生
の
人
柄
を
知
り
尽

く
し
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら
れ
ま

す
。
教
師
の
業
務
負
担
軽
減
に
加
え
て
、
教
師
を
目

指
す
卒
業
生
は
学
校
の
仕
事
を
経
験
で
き
、そ
し
て
、

自
分
の
目
標
に
向
け
て
励
む
卒
業
生
の
姿
は
生
徒
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
、
生
徒
が
進
路
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。教
師・

大
学
生
・
生
徒
が
Ｗ
ｉ
ｎ
─
Ｗ
ｉ
ｎ
─
Ｗ
ｉ
ｎ
の
制

度
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

す
る
教
師
へ
の
支
援
や
、教
科
・
情
報
の
授
業
に
お

け
る
生
徒
へ
の
支
援
な
ど
だ
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、

授
業
へ
の
助
言
を
し
て
く
れ
る
心
強
い
存
在
だ
と
、

家
庭
科・情
報
科
担
当
の
德
本
み
は
る
先
生
は
語
る
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
の
授
業
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、

私
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
課
題
に
行
き
詰

ま
っ
た
生
徒
を
支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

生
徒
の
理
解
が
不
十
分
だ
っ
た
点
や
、
私
が
気
づ
け

て
い
な
か
っ
た
生
徒
の
様
子
な
ど
を
、
授
業
後
に
報

告
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
、
生
徒
へ

の
説
明
の
仕
方
を
変
え
た
方
が
よ
い
か
、
別
の
教
材

を
使
う
べ
き
か
な
ど
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、

授
業
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
東
野
亨こ

う
せ
い省
さ
ん
は
、
自
身
の
役

割
を
次
の
よ
う
に
話
す
。
　

　「
教
壇
に
立
つ
先
生
か
ら
は
見
え
な
い
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
が
、
教
室
の
後
ろ
に
立
つ
私
は
見
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
画
面
の
状
況
か
ら
、
生
徒
が
何
に
戸

惑
っ
て
い
る
の
か
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

先
生
が
見
え
て
い
な
い
生
徒
の
様
子
を
つ
か
み
、
そ

れ
を
先
生
に
伝
え
れ
ば
、
先
生
の
授
業
改
善
に
役
に

立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
生
徒
の
状
況
を
ノ
ー

ト
に
書
き
留
め
、
具
体
的
な
改
善
策
も
考
え
て
、
先

生
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
Ｐ
．30
写
真
）」

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
仕
事
は
、
生
徒
の
学
習
支
援
や
、

課
題
プ
リ
ン
ト・小
テ
ス
ト
等
の
教
材
作
成
の
補
助
、

授
業
・
学
校
行
事
等
に
お
け
る
教
師
の
補
助
、
休
日

　
同
校
で
は
、
22
年
度
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い
愛
媛
大
学
工
学
部
２
年
生
１
人

を
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
２

年
生
の
４
人
と
同
大
学
法
文
学
部
２
年
生
の
１
人
を

採
用
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
仕
事
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
関

教職に関心のある大学生が、生徒の学習支援や教師
の事務作業等の補助に従事することにより、教師の
業務負担軽減と生徒の学力向上、教師を目指す優秀
な人材の確保を図る。

①放課後等の生徒の自主学習の補助　②授業時の
教師の補助　③進学・就職の面接指導の補助　④
学校行事や模擬試験監督の補助　⑤教師の事務作
業の補助

１校あたり５人（2022年度は６校に計30人）

県内在住で、教員免許状の取得可能な愛媛大学、松
山大学に在籍し、教師を志望する１・２年生。

１人１台端末の本格運用によるＩＣＴの活用や、新
学習指導要領の「情報Ⅰ」の実施を踏まえ、ＩＣＴ
にかかわる教師の負担軽減のために配置。

①１人１台端末の活用支援、端末の整備、日常的な
トラブルへの対応　②授業時（主に「情報Ⅰ」）の
端末の操作における生徒に対する支援等　③ＩＣＴ
の活用における教師に対する支援（活用方法の助言
等）　④オンライン授業等における機器や接続の準
備等

年齢・資格の制限なし。高度な知識・技能を有する
必要はないが、パソコンの基本的な操作ができること。

注）松山南高校では、大学１年生は大学生活に慣れていないことを考
慮し、２年生のみに依頼した。

大
学
生
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
員

目的

主な
業務

人員

資格

目的

主な
業務

資格

支
援
ス
タ
ッ
フ
が
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、

教
師
の
授
業
改
善
も
支
援

変
革
の
一
手

図	 ＩＣＴ教育支援員、
	 大学生スクールサポーターの概要

※学校資料を基に編集部で作成。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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の
模
擬
試
験
監
督
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
里
見
綾
華
さ
ん
の
初
仕
事
は
、
伝
統
行
事
の

リ
レ
ー
・
綱
引
き
大
会
の
補
助
だ
っ
た
。

　「
初
め
て
教
師
側
の
立
場
で
学
校
行
事
に
参
加
し
、

幾
つ
も
の
種
目
が
時
間
通
り
に
進
め
ら
れ
て
い
た
の

は
、
先
生
方
や
生
徒
会
役
員
が
入
念
に
準
備
し
て
い

た
か
ら
だ
っ
た
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
」（
里
見
さ
ん
）

　
ま
た
、
家
庭
科
の
教
師
を
目
指
す
里
見
さ
ん
は
、

德
本
先
生
が
家
庭
科
の
授
業
で
行
う
課
題
研
究
を
補

助
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を

絵
本
に
す
る
課
題
で
は
、
生
徒
に
提
示
す
る
見
本
の

絵
本
を
里
見
さ
ん
が
作
成
し
た
。

　
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
（
家
庭
科
で
学
ん
だ
知
識
・
技

能
を
実
践
す
る
課
外
活
動
）
で
は
、
ク
ラ
ブ
顧
問
の

化
祭
に
展
示
し
て
は
ど
う
か
』
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア

が
先
生
方
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
私
が
思
い
切
っ
て

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま
れ
、

広
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
仕

事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
東
野
さ
ん
）

德
本
先
生
に
代
わ
り
、
同
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
里

見
さ
ん
が
、
生
徒
が
金
曜
日
の
放
課
後
に
行
う
活
動

の
準
備
を
支
援
し
て
い
る
。
活
動
の
内
容
を
よ
く
知

る
里
見
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
作
業
が

効
率
化
し
、
そ
の
結
果
、
以
前
よ
り
も
短
い
時
間
で

準
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
校
内
で
共
有
す
る
資
料
作
り
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
東
野
さ
ん
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
が
大
い
に
役
立
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
校
内
研
修
は
、
他
の
業
務
の
関

係
で
参
加
で
き
な
い
教
師
が
少
な
く
な
い
。そ
こ
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
の
使
用
方
法
を
説
明
す
る
校

内
研
修
を
行
っ
た
際
、
東
野
さ
ん
に
そ
の
様
子
を
撮

影
し
て
10
分
程
度
の
動
画
に
編
集
し
て
も
ら
い
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
の
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
動
画
と
し

て
、
研
修
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
教
師
が
好
き
な
時

間
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
視
聴
し
た
教
師
か
ら

は
、「
分
か
り
や
す
い
」「
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
っ

た
」
な
ど
と
好
評
だ
っ
た
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、今
年
度
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
生
方

は
忙
し
く
て
、
使
う
時
間
を
取
れ
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、私
が
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、

『
生
徒
が
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
制
作
し
た
も
の
を
文

写真　「情報Ⅰ」の授業で、生徒の質問に答える東野さん。授業改善
の役に立つのではないかと考え、生徒からの質問や、生徒の理解が不
十分だと感じた箇所などを書き留めたノートを、授業者に渡している。

大
学
生
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

里
見
綾
華　
さ
と
み
・
あ
や
か

愛
媛
大
学
教
育
学
部
２
年
。

図
書
・
情
報
課

須
之
内
智
彦　
す
の
う
ち
・
と
も
ひ
こ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
委
員
。地
理
歴
史・公
民
科
。

進
路
指
導
課
長

松
田

　猛　
ま
つ
だ
・
た
け
し

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

進
路
指
導
研
究
指
定
推
進
委
員
。
数
学
科
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
課
長

若
山
勇
太　
わ
か
や
ま
・
ゆ
う
た

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
推
進
委
員
。
理
科
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
課

德
本
み
は
る　
と
く
も
と
・
み
は
る

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

授
業
改
善
推
進
委
員
。
家
庭
科
、
情
報
科
。

研
修
用
動
画
の
作
成
や
新
機
器
の
活
用
な
ど
、

支
援
ス
タ
ッ
フ
の
挑
戦
が
教
師
の
刺
激
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
員

東
野
亨
省　
ひ
が
し
の
・
こ
う
せ
い

愛
媛
大
学
工
学
部
２
年
。
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大
学
生
の
頑
張
る
姿
が
教
師
に
と
っ
て
大
き
な
刺

激
に
な
っ
て
い
る
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
課
長
の
若
山
勇

太
先
生
は
語
る
。

　「
私
た
ち
は
、大
学
生
の
活
躍
に
、未
来
の
教
師
の

姿
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

授
業
で
使
う
プ
リ
ン
ト
の
印
刷
を
頼
む
と
、複
数
枚

あ
る
場
合
に
は
、
教
師
の
配
る
手
間
を
省
き
、
手
に

取
っ
た
生
徒
が
整
理
し
や
す
い
よ
う
、
１
人
分
ず
つ

ま
と
め
て
折
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。よ
り
よ
い
方
法

を
考
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
に
、
未
来
の
教
師
へ

の
期
待
が
膨
ら
む
一
方
で
、
有
望
な
教
師
の
卵
が
私

た
ち
の
背
中
を
見
て
い
る
こ
と
に
、
よ
い
意
味
で
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
、背
筋
が
伸
び
る
思
い
で
す
」

　
生
徒
が
、
大
学
生
か
ら
受
け
る
刺
激
も
大
き
い
。

学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
で
時
間
を
と
も
に
す
る
中

で
、
大
学
生
は
、
生
徒
に
学
生
生
活
に
つ
い
て
話
し

た
り
、
生
徒
か
ら
の
学
習
の
質
問
に
答
え
た
り
し
て

い
る
。
時
に
は
、
１
時
間
以
上
話
し
込
む
こ
と
が
あ

る
と
言
う
。
図
書
・
情
報
課
の
須
之
内
智
彦
先
生
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
生
徒
が
大
学
生
と
日
常
的
に
話
す
こ
と
は
、
学

習
意
欲
や
進
路
意
識
の
向
上
の
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
は
、
私

た
ち
教
師
の
姿
を
見
て
、
仕
事
を
一
生
懸
命
覚
え
よ

う
と
し
ま
す
。
生
徒
は
そ
う
し
た
大
学
生
を
頼
も
し

く
思
っ
て
い
る
よ
う
で
、
よ
く
相
談
を
し
た
り
、
勉

強
を
教
わ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
か

ら
半
年
が
経
ち
、
教
師
は
業
務
の
負
担
軽
減
を
徐
々

に
実
感
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
課
題
研
究
・
教
科
横

断
型
授
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
準
備
や
改

善
に
、
教
師
が
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
一
方
、
大

学
生
に
と
っ
て
は
、
母
校
で
の
経
験
が
自
身
の
成
長

の
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

　「
先
生
方
の
授
業
の
進
め
方
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
普
通
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
で
き
な

い
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
様
々
な
業
務
が
あ
り
な

が
ら
、
生
徒
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
部
活
動
の
指
導

を
し
た
り
と
、教
師
の
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
先
生
方
の
ど
ん
な
負
担
を
ど
う
す
れ

ば
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
、
私
自
身
も
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
東
野
さ
ん
）

　「
生
徒
か
ら
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
。
私
が

か
か
わ
る
こ
と
で
、
生
徒
が
新
し
い
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
姿
を
見
る
の
も
楽
し
み
で
、
教

師
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
さ
ら
に
強
く
な
り
ま

し
た
」（
里
見
さ
ん
）

　
今
後
の
課
題
は
、
大
学
生
の
力
を
、
教
師
の
業
務

補
助
だ
け
で
な
く
、
進
路
指
導
な
ど
に
も
い
か
に
活

用
し
て
い
く
か
だ
と
、
須
之
内
先
生
は
語
る
。

　「
業
務
補
助
の
仕
事
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

大
学
生
の
力
に
よ
る
教
育
活
動
の
活
性
化
に
は
、
無

限
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
東
野
さ
ん
が
率
先
し
て
使

い
方
を
示
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
文
化
祭
で
の
活

用
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
、
実
現
し
ま
し
た
。
教
師

と
大
学
生
の
力
が
と
も
に
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
が
相
乗

効
果
を
生
む
こ
と
で
、
生
徒
の
可
能
性
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
た
効

果
を
可
視
化
す
る
こ
と
も
、
制
度
の
継
続
・
拡
大
の

た
め
に
は
必
要
だ
。
制
度
導
入
後
、
教
師
の
負
担
が

ど
の
程
度
軽
減
さ
れ
た
の
か
、
生
徒
に
ど
ん
な
影
響

を
も
た
ら
し
た
の
か
、
大
学
生
は
ど
の
よ
う
に
成
長

し
た
の
か
と
い
っ
た
効
果
検
証
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
な
ど
し
て
行
う
予
定
だ
。

　「
大
学
生
の
活
用
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
暗
中

模
索
の
さ
な
か
で
す
が
、
今
後
、
大
学
入
試
に
向
け

た
模
擬
面
接
や
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

練
習
、
志
望
理
由
書
作
成
の
指
導
な
ど
へ
の
活
用
を

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
り
が
た
い
制
度
が
次
年
度

以
降
も
続
く
よ
う
、
私
た
ち
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
つ

く
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、制
度
が
広
く
知
れ
渡
り
、

多
く
の
学
校
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」（
松
田
先
生
）

指導変革の 愛媛県立松山南高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

業
務
の
負
担
軽
減
を
実
感
す
る
教
師

進
路
指
導
等
で
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
活
用
を
検
討

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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